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開催報告開催報告開催報告開催報告開催報告開催報告開催報告開催報告



ダムダムダムダム等管理等管理等管理等管理フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ制度制度制度制度のののの概要概要概要概要ダムダムダムダム等管理等管理等管理等管理フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ制度制度制度制度のののの概要概要概要概要
○○○○平成平成平成平成８８８８年年年年２２２２月月月月からからからから試行試行試行試行。。。。平成平成平成平成１４１４１４１４年年年年７７７７月月月月からからからから本格的本格的本格的本格的にににに導入導入導入導入。。。。

○○○○管理段階管理段階管理段階管理段階ののののダムダムダムダム等等等等についてについてについてについて、、、、適切適切適切適切なななな管理管理管理管理がががが行行行行われるとともわれるとともわれるとともわれるととも
　　　　にににに、、、、ダムダムダムダム等等等等のののの効率性効率性効率性効率性およびそのおよびそのおよびそのおよびその実施過程実施過程実施過程実施過程のののの透明性透明性透明性透明性のののの一層一層一層一層のののの
　　　　向上向上向上向上をををを図図図図ることをることをることをることを目的目的目的目的。。。。

○○○○管理段階管理段階管理段階管理段階におけるにおけるにおけるにおける環境環境環境環境へのへのへのへの影響等影響等影響等影響等のののの調査調査調査調査をををを行行行行いいいい、、、、調査結果調査結果調査結果調査結果
　　　　のののの分析分析分析分析とととと評価評価評価評価をををを客観的客観的客観的客観的、、、、科学的科学的科学的科学的にににに行行行行うううう。。。。

○○○○調査調査調査調査・・・・分析分析分析分析・・・・評価評価評価評価にあたってにあたってにあたってにあたってフォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ委員会委員会委員会委員会をををを設設設設けけけけ、、、、
　　　　意見意見意見意見をいただくをいただくをいただくをいただく。。。。

○○○○特定特定特定特定ののののダムダムダムダム等等等等にににに関関関関するするするするフォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ調査調査調査調査についてについてについてについて検討検討検討検討をををを
　　　　行行行行うううう必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合にはにはにはには、、、、当該当該当該当該ダムダムダムダム等等等等ごとにごとにごとにごとに部会部会部会部会をををを設置設置設置設置すすすす
　　　　るるるる。。。。→→→→霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦部会浦部会浦部会浦部会



フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ委員会委員会委員会委員会

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦部会浦部会浦部会浦部会

北千葉導水北千葉導水北千葉導水北千葉導水モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング委員会委員会委員会委員会

滝沢滝沢滝沢滝沢ダムモニタリングダムモニタリングダムモニタリングダムモニタリング委員会委員会委員会委員会

北千葉導水北千葉導水北千葉導水北千葉導水

藤原藤原藤原藤原
他他他他１７１７１７１７ダムダムダムダム等等等等

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦

滝沢滝沢滝沢滝沢

関東地方関東地方関東地方関東地方ダムダムダムダム等管理等管理等管理等管理フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ委員会組織図委員会組織図委員会組織図委員会組織図関東地方関東地方関東地方関東地方ダムダムダムダム等管理等管理等管理等管理フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ委員会組織図委員会組織図委員会組織図委員会組織図



霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦部会浦部会浦部会浦部会のののの概要概要概要概要霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦部会浦部会浦部会浦部会のののの概要概要概要概要

○○○○設立設立設立設立　　　　平成平成平成平成１４１４１４１４年度年度年度年度

○○○○構成構成構成構成　　　　１１１１１１１１名名名名のののの専門家専門家専門家専門家のののの委員委員委員委員でででで構成構成構成構成

○○○○目的目的目的目的 モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング調査調査調査調査（（（（平成平成平成平成８８８８～～～～12121212年度年度年度年度））））でででで確確確確
認認認認されたされたされたされた３３３３つのつのつのつのテーマテーマテーマテーマのののの重点的重点的重点的重点的なななな調査調査調査調査・・・・分分分分
析析析析についてについてについてについて審議審議審議審議。。。。

３つのテーマテーマテーマテーマ

１１１１．．．．湖岸湖岸湖岸湖岸のののの植生面積植生面積植生面積植生面積のののの減少減少減少減少
２２２２．．．．一部一部一部一部でのでのでのでの湖岸植生湖岸植生湖岸植生湖岸植生のののの質質質質のののの変化変化変化変化
３３３３．．．．湖岸底質湖岸底質湖岸底質湖岸底質のののの細粒化細粒化細粒化細粒化



テーマテーマテーマテーマ調査調査調査調査のののの内容内容内容内容テーマテーマテーマテーマ調査調査調査調査のののの内容内容内容内容　　

○○○○調査地点調査地点調査地点調査地点
　　　　１３１３１３１３地点地点地点地点（（（（継続調査継続調査継続調査継続調査のののの定点定点定点定点））））をををを中心中心中心中心にににに実施実施実施実施。。。。

○○○○調査項目調査項目調査項目調査項目
　　　　水質水質水質水質、、、、底質底質底質底質、、、、植物植物植物植物、、、、底生動物底生動物底生動物底生動物、、、、魚類魚類魚類魚類、、、、鳥類鳥類鳥類鳥類



調査地点（１３定点）



○開催日　平成１６年８月１９日

第第第第３３３３回霞回霞回霞回霞ヶヶヶヶ浦部会浦部会浦部会浦部会第第第第３３３３回霞回霞回霞回霞ヶヶヶヶ浦部会浦部会浦部会浦部会

第第第第３３３３回霞回霞回霞回霞ヶヶヶヶ浦部会浦部会浦部会浦部会のののの開催状況開催状況開催状況開催状況

○議　題
　１．第２回霞ヶ浦部会の指摘事項と対応
　２．平成１５年度の調査結果
　３．水位運用試験実施計画



審議結果審議結果審議結果審議結果のののの概要概要概要概要審議結果審議結果審議結果審議結果のののの概要概要概要概要

平成平成平成平成１５１５１５１５年度年度年度年度のののの調査結果調査結果調査結果調査結果
○○○○調査調査調査調査データデータデータデータのののの示示示示しししし方方方方およびおよびおよびおよび分析方法分析方法分析方法分析方法などのなどのなどのなどの改善改善改善改善についてについてについてについて

　　　　検討検討検討検討することすることすることすること。。。。

○○○○今後今後今後今後のとりまとめにのとりまとめにのとりまとめにのとりまとめに際際際際してはしてはしてはしては、、、、事前事前事前事前にににに各委員各委員各委員各委員のののの意見意見意見意見をををを聴聴聴聴

　　　　取取取取するするするすることことことこと。。。。

水位運用試験実施計画水位運用試験実施計画水位運用試験実施計画水位運用試験実施計画
○○○○試験試験試験試験にににに際際際際してはしてはしてはしては、、、、不可逆的変化不可逆的変化不可逆的変化不可逆的変化もももも起起起起こりうることにもこりうることにもこりうることにもこりうることにも配配配配

　　　　慮慮慮慮しししし慎重慎重慎重慎重にににに行行行行うことうことうことうこと。。。。

○○○○モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング調査計画調査計画調査計画調査計画についてはについてはについてはについては慎重慎重慎重慎重にににに検討検討検討検討することすることすることすること。。。。



霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦部会浦部会浦部会浦部会のののの今後今後今後今後のののの予定予定予定予定霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦部会浦部会浦部会浦部会のののの今後今後今後今後のののの予定予定予定予定

○○○○テーマテーマテーマテーマ調査調査調査調査

　　　　平成平成平成平成１６１６１６１６年度年度年度年度のののの調査調査調査調査をもってをもってをもってをもって、、、、とりまとめるとりまとめるとりまとめるとりまとめる。。。。

○○○○水位運用試験水位運用試験水位運用試験水位運用試験

　　　　試験計画試験計画試験計画試験計画、、、、試験結果試験結果試験結果試験結果についてについてについてについて審議審議審議審議をををを行行行行うううう。。。。



（（（（仮称仮称仮称仮称））））霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦田村浦田村浦田村浦田村・・・・沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区
自然再生協議会自然再生協議会自然再生協議会自然再生協議会についてについてについてについて

国土交通省国土交通省国土交通省国土交通省　　　　霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所浦河川事務所



自然再生基本方針（第7条）
自然再生自然再生自然再生自然再生をををを総合的総合的総合的総合的にににに推進推進推進推進するためのするためのするためのするための基本方針基本方針基本方針基本方針・・・・・・・・・・・・政府政府政府政府がががが策定策定策定策定

（（（（環境大臣環境大臣環境大臣環境大臣がががが、、、、農林水産大臣及農林水産大臣及農林水産大臣及農林水産大臣及びびびび国土交通大臣国土交通大臣国土交通大臣国土交通大臣とととと協議協議協議協議してしてしてして案案案案をををを作成作成作成作成しししし、、、、閣議決定閣議決定閣議決定閣議決定））））
～～～～概概概概ねねねね５５５５年年年年ごとにごとにごとにごとに見直見直見直見直しししし～～～～

実施計画実施計画実施計画実施計画（（（（全体構想含全体構想含全体構想含全体構想含むむむむ））））公表公表公表公表

自然再生事業の実施
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全体構想全体構想全体構想全体構想 （（（（協議会協議会協議会協議会がががが作成作成作成作成））））

実施計画実施計画実施計画実施計画

実施者実施者実施者実施者 ：：：： 行政機関行政機関行政機関行政機関、、、、地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体、ＮＰＯ、ＮＰＯ、ＮＰＯ、ＮＰＯ等等等等
〔〔〔〔協議会協議会協議会協議会のののの協議協議協議協議結果結果結果結果にににに基基基基づきづきづきづき実施者実施者実施者実施者がががが作成作成作成作成〕〕〕〕

送送送送 付付付付

助助助助 言言言言

自然再生推進法自然再生推進法自然再生推進法自然再生推進法についてについてについてについて
１．自然再生推進法の目的
　自然再生に関する施策を総合的に推進し、生物の多様性の確保を通じて自然と共生する
社会の実現を図り、あわせて地球環境の保全に寄与すること。（第1条）

２．自然再生事業の流れ



霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦環境浦環境浦環境浦環境センターセンターセンターセンター

対象箇所位置図

土浦市 霞ヶ浦町

　霞ヶ浦湾奥部の田村・沖宿戸崎地区において、湖岸環境を再生するとともに、平成17年度
オープン予定の茨城県の霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦環境浦環境浦環境浦環境センターセンターセンターセンター（（（（仮称仮称仮称仮称））））とととと連携連携連携連携した環境学習の場等として活用
することを目的とし、自然再生推進法に基づく自然再生協議会を設置し、湖岸環境湖岸環境湖岸環境湖岸環境のののの再生再生再生再生を
図るもの。

田村田村田村田村････沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区におけるにおけるにおけるにおける自然再生協議会自然再生協議会自然再生協議会自然再生協議会のののの設立趣旨設立趣旨設立趣旨設立趣旨



水際にはヨシ等の植生帯が連続して見られ
、複雑な水際線が形成されていた。

：写真の影より植生帯が存在したと推測される範囲

■昭和22年航空写真

自然再生事業対象地区自然再生事業対象地区自然再生事業対象地区自然再生事業対象地区（（（（田村田村田村田村・・・・沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区））））のののの概要概要概要概要についてについてについてについて

利根川水系霞ヶ浦西浦中岸の田村揚排水田村揚排水田村揚排水田村揚排水
樋管樋管樋管樋管からからからから戸崎戸崎戸崎戸崎1111号排水樋管号排水樋管号排水樋管号排水樋管のののの間間間間のののの湖岸域湖岸域湖岸域湖岸域
（西浦中岸概ね6.0km～9.5km）となります。

○自然再生事業対象地区の範囲

浚渫土処理ヤード

現状では、一部に植生は見られるも
のの、大きく減退している。

■平成15年航空写真

浚渫土処理ヤード

かつての田村・沖宿戸崎地区は、ヨシ等の
植生帯など多様な自然環境が連続してみら
れました。

○自然再生事業対象地区の湖岸環境の変化

現状では、一部に植生は見られるものの湖岸の
自然環境や多様性は大きく損なわれています。



自然再生事業対象地区自然再生事業対象地区自然再生事業対象地区自然再生事業対象地区（（（（田村田村田村田村・・・・沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区沖宿戸崎地区））））のののの立地環境立地環境立地環境立地環境
○連続連続連続連続したしたしたした大規模大規模大規模大規模なななな自然再生自然再生自然再生自然再生をををを期待期待期待期待することができる場所である。

○土浦市街地からのアクセス性に優れ多様多様多様多様なななな参加参加参加参加やややや、、、、環境学習環境学習環境学習環境学習などでのなどでのなどでのなどでの
　　　　活用活用活用活用がががが期待期待期待期待される場所である。

田村･沖宿戸崎地区田村･沖宿戸崎地区 霞ヶ浦環境センター

石田地区
川尻川ウェットランド

根田（下流）地区

根田（上流）地区



自然再生協議会自然再生協議会自然再生協議会自然再生協議会ののののメンバーメンバーメンバーメンバー構成構成構成構成（（（（案案案案））））

【専　　門　　家】　　前田　修（富士常葉大学教授）
　　　　　　　　　　　　平井幸弘（専修大学教授）
　　　　　　　　　　　　川前政幸（茨城県内水面水産試験場長）
　　　　　　　　　　　　須田直之（茨城県高等学校教育研究会生物部顧問）
　　　　　　　　　　　　西廣 淳（東京大学農学生命科学研究科保全生態学研究室助手）

【地方公共団体】 　茨城県
　　　　　　　 　　　土浦市
　　　　　　　　 　　　 霞ヶ浦町

【関係行政機関】　 独立行政法人水資源機構霞ヶ浦開発総合管理所
　　　　　　　　　　 国土交通省霞ヶ浦河川事務所

【公　募　委　員】　 51名

　　　　　　　　　　　　　（県内応募者49名＋県外応募者2名）



第第第第1111回準備会回準備会回準備会回準備会（８月２日）
・公募方法の確認　等

第第第第1111回準備会回準備会回準備会回準備会（８月２日）
・公募方法の確認　等

第第第第1111回協議会回協議会回協議会回協議会（10月下旬）
・設置要項確認　等

第第第第1111回協議会回協議会回協議会回協議会（10月下旬）
・設置要項確認　等

第第第第2222回準備会回準備会回準備会回準備会（９月２８日）
・公募委員の選出　等

第第第第2222回準備会回準備会回準備会回準備会（９月２８日）
・公募委員の選出　等

第第第第2222回以降協議会回以降協議会回以降協議会回以降協議会
・自然再生の目標の設定
・自然再生全体構想原案の検討
・自然再生全体構想の決定
・自然再生実施計画案の協議　等

第第第第2222回以降協議会回以降協議会回以降協議会回以降協議会
・自然再生の目標の設定
・自然再生全体構想原案の検討
・自然再生全体構想の決定
・自然再生実施計画案の協議　等

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦環境浦環境浦環境浦環境センターセンターセンターセンター
開所予定開所予定開所予定開所予定
（（（（平成平成平成平成17171717年度年度年度年度））））

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦環境浦環境浦環境浦環境センターセンターセンターセンター
開所予定開所予定開所予定開所予定
（（（（平成平成平成平成17171717年度年度年度年度））））

実施者実施者実施者実施者
・自然再生実施計画の策定

実施者実施者実施者実施者
・自然再生実施計画の策定

・・・平成17年度中を目途に策定

年　月 協　議　・　検　討 備　考

平成16年度

10月

平成17年度

自然再生協議会自然再生協議会自然再生協議会自然再生協議会ののののスケジュールスケジュールスケジュールスケジュール



霞ヶ浦 水位運用試験

の実施について

国土交通省 霞ヶ浦河川事務所

2004.10.3 第9回霞ヶ浦意見交換会 資料



水位運用試験の目的水位運用試験の目的

霞ヶ浦の水位は、地域の産業や生活を守る各種用水を確
保するためにYP+1.3mの水位を確保する事が必要であり、
霞ヶ浦開発事業の運用開始後は、農繁期前の3月始めに
YP+1.3mを確保することを管理目標水位として運用。

一方で運用開始後、湖岸植生帯に変化が見られ、平成12、
13年度に湖岸植生帯緊急保全対策を実施した事から、そ
の実施期間中から現在にかけて、暫定的に水位を下げる
運用を実施。

今般、緊急保全対策整備後2年が経過し、対策地区にお
いては植生が保全・再生されつつある事を受けて、本来
の管理目標水位による水位運用を念頭におきつつ、水利
用と湖の水辺環境との共存を模索するために、水利用に
支障の無い範囲での運用試験を実施する。



水位運用試験の実施方法水位運用試験の実施方法

降雨も含めた自然状況を勘案しながら、管理目標水位の水位
維持期間（11/16～2月末）を短くし、それ以外の期間におい
ては、管理目標水位のYP+1.3mからYP+1.1mに低下させる



水位運用試験実施ケースの検討

水位低下期間の長いケースの実施

水位低下期間の短いケースの実施

水位運用試験

モニタリング調査

水位と水辺環境の関係の整理・分析、対策の可能性の検討

水位運用試験水位運用試験 全体計画実施フロー全体計画実施フロー



本年度の実施イメージ①本年度の実施イメージ①

短期の水位回復による水辺環境の応答をみる

2月から3月の間、降雨による水位上昇を利用して、
YP+1.3mに達するまでは水位を維持し、それ以外の期間は
水位を低下させる



本年度の実施イメージ②本年度の実施イメージ②
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運用試験イメージ

管理目標水位による
運用実績（H8年）

管理目標水位暫定目標水位による
運用実績（H12年）



水位運用試験モニタリング調査の考え方水位運用試験モニタリング調査の考え方

風

波

水位確保　━━　汀線位置の後退
波　　浪　━━　地形変化

水位上昇

汀線位置の後退
地形変化

夏期春期冬期冬期

─

冬期水没による
植物の発芽・定
着への影響

地形変化による植
生生育への影響

・植生生育場の
浸食

・植物固体の浸
食

地形変化波浪
※インパクトとしては波浪
の影響が最も大きいもの
と想定される

冬期水没による植
生生育への影響─

汀線位置の後退水位確保
(YP+1.3m)による

汀線位置の変化

冬期において、
降雨と水門操作
によりYP+1.3m
を確保する

植生に関する応答物理応答
現象

レスポンスレスポンスレスポンスレスポンスインパクトインパクトインパクトインパクト

○全湖岸植生面
積
○湖岸横断測量

○植生芽生え
状況

○横断測量
○定点写真撮影

○定点写真撮影
○横断測量
○波浪観測

モニタリング調査項目

直接的影響モニタリング 間接的影響モニタリング



モニタリング調査の実施イメージモニタリング調査の実施イメージ

　霞ヶ浦水辺現況

12月8月7月3月1月12月8月7月3月1月12月8月

第3回年第2回年第1回年

試験前後の調査により直接的な影響を把握

直接的影響モニタリング 直接的影響モニタリング

通年的状況把握

水位運用試験のインパクト

試験以外の通常インパクト

全体的な調査により傾向を把握 間接的影響モニタリング 間接的影響モニタリング
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霞ヶ浦における水質改善に向けて

田　渕　俊　雄

第第第第９９９９回霞回霞回霞回霞ヶヶヶヶ浦意見交換会浦意見交換会浦意見交換会浦意見交換会；；；；平成平成平成平成16年年年年10月月月月３３３３日日日日
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１．３期15年にわたる水質保全計画

２．第４期霞ヶ浦水質保全計画の内容

３．同計画における問題点（付帯文書）

４．同計画の内容上の課題（私見）

　　１）汚濁負荷について

　　２）浄化機能について

５．同計画作成上の課題（私見）

講演項目
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表表表表１１１１　　　　霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦水質保全計画浦水質保全計画浦水質保全計画浦水質保全計画のののの目標水質目標水質目標水質目標水質とととと実績値実績値実績値実績値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３期期期期のののの間間間間にににに一度一度一度一度もももも目標水質目標水質目標水質目標水質はははは達成達成達成達成されていないされていないされていないされていない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４期期期期のののの目標水質目標水質目標水質目標水質でででで窒素窒素窒素窒素・・・・リンリンリンリンはははは３３３３期期期期よりもよりもよりもよりも後退後退後退後退

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦のののの平均平均平均平均 C ODC ODC ODC OD濃度濃度濃度濃度のののの変化変化変化変化　　　　m gm gm gm g//// llll
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霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦水質保全計画浦水質保全計画浦水質保全計画浦水質保全計画

　　　　ⅠⅠⅠⅠ　　　　　　 　　　　 　　　　 　　ⅡⅡⅡⅡ　　　　　 　　　　 　　　　 　　　ⅢⅢⅢⅢ　　　　　 　　　 　　　 　ⅣⅣⅣⅣ

富栄養化富栄養化富栄養化富栄養化
防止条例防止条例防止条例防止条例
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２．第４期霞ヶ浦水質保全計画の内容

　　　　１１１１．．．．水質保全水質保全水質保全水質保全にににに関関関関するするするする方針方針方針方針
　　　　　　　　　　　　　　　　１１１１））））計画期間計画期間計画期間計画期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２２２））））水質目標水質目標水質目標水質目標

　　　　２２２２．．．．水質保全水質保全水質保全水質保全にににに資資資資するするするする事業事業事業事業
　　　　　　　　　　　　 １１１１））））下水道下水道下水道下水道のののの整備整備整備整備　　　　　　　　　　　　２２２２））））そのそのそのその他他他他のののの生活排水生活排水生活排水生活排水

　　　　　　　　　　　　　　　　３３３３））））家畜排家畜排家畜排家畜排せつせつせつせつ物処理施設物処理施設物処理施設物処理施設のののの整備整備整備整備　－－　－－　－－　－－

　　　　３３３３．．．．水質保全水質保全水質保全水質保全のためののためののためののための規制規制規制規制そのそのそのその他他他他のののの措置措置措置措置
　　　　　　　　 　　　　１１１１））））生活排水対策生活排水対策生活排水対策生活排水対策　　　　　　　　　　　　２２２２））））面源負荷対策面源負荷対策面源負荷対策面源負荷対策　－－　－－　－－　－－

　　　　４４４４．．．．そのそのそのその他水質保全他水質保全他水質保全他水質保全のためにのためにのためにのために必要必要必要必要なななな措置措置措置措置
　　　　　　　　　　　　１１１１））））北浦北浦北浦北浦のののの浄化促進浄化促進浄化促進浄化促進　　　　　　　　　　　　２２２２））））総合的総合的総合的総合的なななな流域管理流域管理流域管理流域管理
　　　　　　　　 　　　　３３３３））））生態系生態系生態系生態系のののの保全保全保全保全とととと自然浄化機能自然浄化機能自然浄化機能自然浄化機能のののの回復回復回復回復
　　　　　　　　 　　　　４４４４））））湖沼生態系湖沼生態系湖沼生態系湖沼生態系のののの保全保全保全保全・・・・回復回復回復回復　－－　－－　－－　－－

若干若干若干若干のののの新新新新しいしいしいしい対策対策対策対策がががが追加追加追加追加されたされたされたされた

配布本文参照
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表表表表２２２２　　　　第第第第４４４４期計画排出負荷量期計画排出負荷量期計画排出負荷量期計画排出負荷量

• ４４４４期期期期５５５５カカカカ年間年間年間年間のののの排出負荷量削減率排出負荷量削減率排出負荷量削減率排出負荷量削減率はわずかはわずかはわずかはわずか。。。。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　COD　　　　6.4　％　％　％　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ－ＮＴ－ＮＴ－ＮＴ－Ｎ　　　　8.7　％　％　％　％
　　　　　　Ｔ－Ｐ　　　　　　　Ｔ－Ｐ　　　　　　　Ｔ－Ｐ　　　　　　　Ｔ－Ｐ　5.2　％　％　％　％
　　　　　　　　　　　　生活系生活系生活系生活系のののの窒素負荷量窒素負荷量窒素負荷量窒素負荷量はむしろはむしろはむしろはむしろ1.4　％　％　％　％増増増増

　　　　　　　　　　　　事業場系事業場系事業場系事業場系はははは削減削減削減削減　　　　００００　　　　　　　　

表表表表３３３３　　　　４４４４期計画事業期計画事業期計画事業期計画事業

１０１０１０１０億円以上億円以上億円以上億円以上のののの事業事業事業事業がががが１０１０１０１０。。。。そのそのそのその内内内内１００１００１００１００億円以上億円以上億円以上億円以上がががが６６６６事業事業事業事業。。。。
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３．第４期水質保全計画における問題点
（茨城県環境審議会付帯意見）

　　　　１１１１．．．．計画計画計画計画のののの完全実施完全実施完全実施完全実施

　　　　２２２２．．．．下水道下水道下水道下水道、、、、高度処理合併処理浄化槽高度処理合併処理浄化槽高度処理合併処理浄化槽高度処理合併処理浄化槽のののの普及普及普及普及

　　　　　　　　　　　　単独処理浄化槽単独処理浄化槽単独処理浄化槽単独処理浄化槽のののの全廃全廃全廃全廃

　　　　３３３３．．．．重要課題重要課題重要課題重要課題のののの検討検討検討検討

　　　　　　　　　　　　費用対効果費用対効果費用対効果費用対効果、、、、湖沼生態系湖沼生態系湖沼生態系湖沼生態系とととと水質水質水質水質、、、、北浦北浦北浦北浦のののの汚濁機構汚濁機構汚濁機構汚濁機構　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　総合的流域管理総合的流域管理総合的流域管理総合的流域管理、、、、水質保全計画作成方法水質保全計画作成方法水質保全計画作成方法水質保全計画作成方法などなどなどなど

　　　　４４４４．．．．広報強化広報強化広報強化広報強化、、、、ネットワークネットワークネットワークネットワークやややや協議会協議会協議会協議会のののの設置設置設置設置

　　　　　　　　　　　　霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦環境浦環境浦環境浦環境センターセンターセンターセンター設立設立設立設立
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４．第４期計画の内容上の課題（私見）

　　　　１１１１．．．．汚濁負荷汚濁負荷汚濁負荷汚濁負荷のののの削減低迷削減低迷削減低迷削減低迷

　　　　　　　　　　　　　　　　生活系生活系生活系生活系、　、　、　、　工場工場工場工場・・・・事業場系事業場系事業場系事業場系、、、、

　　　　　　　　　　　　　　　　畜産系畜産系畜産系畜産系、　、　、　、　多肥畑地多肥畑地多肥畑地多肥畑地・・・・樹園地系樹園地系樹園地系樹園地系

　　　　　　　　　　　　　　　　養殖系養殖系養殖系養殖系　　　　などなどなどなど

　　　　２２２２．．．．浄化機能浄化機能浄化機能浄化機能のののの衰退衰退衰退衰退

　　　　　　　　　　　　　　　　森森森森　　　　林林林林、　　、　　、　　、　　湿地湿地湿地湿地・・・・水田水田水田水田、、、、

　　　　　　　　　　　　　　　　河岸河岸河岸河岸・・・・湖岸湖岸湖岸湖岸・・・・湖内生態系湖内生態系湖内生態系湖内生態系、　、　、　、　漁獲減少漁獲減少漁獲減少漁獲減少
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何故湖沼何故湖沼何故湖沼何故湖沼のののの水質水質水質水質はははは改善改善改善改善されないのかされないのかされないのかされないのか？　？　？　？　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活系窒素生活系窒素生活系窒素生活系窒素・・・・リンリンリンリン負荷減少負荷減少負荷減少負荷減少せずせずせずせず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下水道普及下水道普及下水道普及下水道普及のののの遅遅遅遅れとれとれとれと性能性能性能性能のののの劣劣劣劣るるるる浄化槽増大浄化槽増大浄化槽増大浄化槽増大

生活排水処理方式生活排水処理方式生活排水処理方式生活排水処理方式のののの変化変化変化変化（（（（霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦流域浦流域浦流域浦流域））））
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2004,10,03 霞ヶ浦意見交換会；田渕俊雄 9霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦はははは水道水源水道水源水道水源水道水源のののの指定湖沼指定湖沼指定湖沼指定湖沼ではではではでは最低最低最低最低のののの下水道普及率下水道普及率下水道普及率下水道普及率
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養豚養豚養豚養豚；；；；多頭飼育化多頭飼育化多頭飼育化多頭飼育化、、、、平均約平均約平均約平均約600頭頭頭頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広大広大広大広大なななな農地農地農地農地がががが必要必要必要必要

本年本年本年本年11月月月月よりよりよりより「「「「家畜排泄物管理法家畜排泄物管理法家畜排泄物管理法家畜排泄物管理法がががが施行施行施行施行」」」」

Ｈ川窒素濃度とＨ町養豚密度

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1
9
7
5

1
9
7
8

1
9
8
1

1
9
8
4

1
9
8
7

1
9
9
0

1
9
9
3

1
9
9
6

1
9
9
9

2
0
0
2

窒
素
濃

度
　

m
g/

l

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

養
豚
密

度
　
頭

／
km

2川濃度

養豚密度

流入河川窒素濃度　mg/l

0

1

2

3

4

5

6

7

1
9
8
5

1
9
8
7

1
9
8
9

1
9
9
1

1
9
9
3

1
9
9
5

1
9
9
7

1
9
9
9

2
0
0
1

2
0
0
3

窒
素

濃
度
　

m
g
/
l

西浦

北浦

北浦河川窒素濃度北浦河川窒素濃度北浦河川窒素濃度北浦河川窒素濃度がががが上昇中上昇中上昇中上昇中～～～～畜産畜産畜産畜産にににに関連関連関連関連かかかか
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　　　　　　　霞ヶ浦の環境基準と排水基準；その差は大きい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mg/l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境基準の３００倍　　　環境基準の２０～１２５倍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境基準の１７～１６７倍

　　　　　　　霞ヶ浦の上乗せ排水基準は国の１５倍厳しい！
　それでも環境基準の２０倍以上！　現状水質の８倍以上！
　　　　　

項　目　環境基準　現　状　　排水基準（国） 上乗せ基準（霞ヶ浦）

COD　　　３　　　　　　９　　　　　　１６０　　　　　　　　１５～２５

窒　素　0.4　　　　１　　　　　１２０　　　　　　　８～50

リ　ン　　0.03　　　　0.1　　　　　　　16　　 　　　　　　0.5～５

希釈するためのきれいな水が、少なくとも１０倍は必要！
霞ヶ浦の濃度よりも低い低濃度の森林流出水
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生活系排水生活系排水生活系排水生活系排水とととと森林希釈水森林希釈水森林希釈水森林希釈水ののののバランスバランスバランスバランスがががが必要必要必要必要

現状現状現状現状のののの処理水処理水処理水処理水はははは未未未未だだだだ高濃度高濃度高濃度高濃度でででで１０１０１０１０倍程度倍程度倍程度倍程度のののの希釈希釈希釈希釈がががが必要必要必要必要
希釈水希釈水希釈水希釈水はははは低濃度低濃度低濃度低濃度のののの森林流出水森林流出水森林流出水森林流出水
生活排水量生活排水量生活排水量生活排水量はははは１１１１人当人当人当人当たりたりたりたり　　　　約約約約９１９１９１９１m3/y　（　（　（　（250l/d相当相当相当相当））））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０１０１０１０倍希釈水量倍希釈水量倍希釈水量倍希釈水量はははは　　　　819m3/y
819m3/yのののの水量水量水量水量をををを生生生生みみみみ出出出出すすすす森林面積森林面積森林面積森林面積はははは、、、、
　　　　　　　　　　　　霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦流域浦流域浦流域浦流域ではではではでは１１１１人当人当人当人当たりたりたりたり　　　　2,740m2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４４４４人人人人でででで　　　　１１１１haをををを超超超超えるえるえるえる

人口密度人口密度人口密度人口密度X（（（（人人人人/km2））））とととと必要必要必要必要なななな森林面積率森林面積率森林面積率森林面積率F（％）（％）（％）（％）のののの関係関係関係関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F＝＝＝＝91（（（（αααα－－－－１１１１））））X／（／（／（／（10－－－－0.5αααα））））600
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　αααα；；；；希釈倍数希釈倍数希釈倍数希釈倍数
　　　　　　　　αααα＝＝＝＝10とすればとすればとすればとすれば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F＝＝＝＝0.274X　　（％）　　　　　（％）　　　　　（％）　　　　　（％）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田渕田渕田渕田渕2003））））
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霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦流域市町村浦流域市町村浦流域市町村浦流域市町村のののの森林希釈能力森林希釈能力森林希釈能力森林希釈能力はははは？～？～？～？～１０１０１０１０倍倍倍倍はははは不可能不可能不可能不可能

ααααはははは希釈倍数希釈倍数希釈倍数希釈倍数。。。。
全全全全てのてのてのての市町村市町村市町村市町村
がががが１０１０１０１０をををを超超超超えずえずえずえず。。。。
半数半数半数半数がががが３３３３以下以下以下以下。。。。

平均平均平均平均はははは3.4。。。。

森林面積率森林面積率森林面積率森林面積率

最高最高最高最高でででで47％。％。％。％。

平均約平均約平均約平均約２０２０２０２０％％％％

日本平均日本平均日本平均日本平均のののの１１１１／／／／３３３３

図図図図　　　　人口密度人口密度人口密度人口密度とととと森林面積率森林面積率森林面積率森林面積率（（（（霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦流域市町村浦流域市町村浦流域市町村浦流域市町村））））
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土浦市

排水基準排水基準排水基準排水基準のののの見直見直見直見直しししし・・・・対象拡大対象拡大対象拡大対象拡大

森林保全森林保全森林保全森林保全・・・・拡大拡大拡大拡大
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湖内湖内湖内湖内のののの問題問題問題問題
　　　　漁獲量漁獲量漁獲量漁獲量がががが減少減少減少減少しししし、、、、養殖量養殖量養殖量養殖量がががが漁獲漁獲漁獲漁獲をををを上回上回上回上回るるるる～～～～漁獲漁獲漁獲漁獲のののの重要性重要性重要性重要性

漁獲量漁獲量漁獲量漁獲量ととととコイコイコイコイ養殖量養殖量養殖量養殖量
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漁獲漁獲漁獲漁獲はははは負荷除去負荷除去負荷除去負荷除去、、、、養殖養殖養殖養殖はははは負荷供給負荷供給負荷供給負荷供給

　　　　　　　　霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦ののののリンリンリンリン除去機能除去機能除去機能除去機能のののの衰退衰退衰退衰退
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築堤築堤築堤築堤やややや浚渫浚渫浚渫浚渫とととと霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦生態系浦生態系浦生態系浦生態系とのとのとのとの関連関連関連関連はははは？？？？

浚渫浚渫浚渫浚渫とととと漁獲量漁獲量漁獲量漁獲量、、、、築堤率築堤率築堤率築堤率
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漁獲量×5

築堤率 ％

湖岸植生帯湖岸植生帯湖岸植生帯湖岸植生帯、、、、前浜前浜前浜前浜などのなどのなどのなどの激減激減激減激減～～～～産卵産卵産卵産卵やややや稚魚稚魚稚魚稚魚のののの成育成育成育成育のののの場失場失場失場失うううう、、、、
外来魚外来魚外来魚外来魚のののの侵入侵入侵入侵入もももも漁獲量減少漁獲量減少漁獲量減少漁獲量減少のののの要因要因要因要因、、、、浚渫浚渫浚渫浚渫のののの影響影響影響影響はははは？？？？
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西浦P濃度解析
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除 去 機 能除 去 機 能除 去 機 能除 去 機 能

除去機能除去機能除去機能除去機能のののの衰退衰退衰退衰退、　、　、　、　溶出溶出溶出溶出のののの増大増大増大増大、、、、巻上巻上巻上巻上がりのがりのがりのがりの影響影響影響影響もももも

～～～～総合的総合的総合的総合的なななな研究研究研究研究がががが必要必要必要必要～～～～

リンリンリンリン濃度濃度濃度濃度のののの上昇原因上昇原因上昇原因上昇原因はははは？？？？
リンリンリンリン負荷負荷負荷負荷のののの影響濃度試算影響濃度試算影響濃度試算影響濃度試算（（（（西浦西浦西浦西浦）～）～）～）～漁獲漁獲漁獲漁獲、、、、養殖養殖養殖養殖、、、、下水道下水道下水道下水道

河川河川河川河川

西浦



2004,10,03 霞ヶ浦意見交換会；田渕俊雄 17

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦水質保全行政浦水質保全行政浦水質保全行政浦水質保全行政

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦水質保全計画浦水質保全計画浦水質保全計画浦水質保全計画

国 県 市町村

計画作成・実施の主体、予算権限は？

知　事 環境審議会 霞ヶ浦専門部会

霞ヶ浦対策課

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦予算浦予算浦予算浦予算

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦基金浦基金浦基金浦基金

水源税水源税水源税水源税

作成作成作成作成

答申答申答申答申

専門家集団

壁壁壁壁　；　　；　　；　　；　制度制度制度制度、、、、技術技術技術技術、、、、研究不足研究不足研究不足研究不足、、、、経済負担経済負担経済負担経済負担、、、、広報不足広報不足広報不足広報不足・・・・無理解無理解無理解無理解などなどなどなど

研究助成研究助成研究助成研究助成

森林森林森林森林
保全保全保全保全

みどりの基金

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦のののの立場立場立場立場にににに立立立立つことつことつことつこと
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流域管理
全発生源へ
総量負荷
濃度規制

処 理

リサイクル
節　約
減量化

新規増規制

面源対策
土地利用
自然浄化
生態系

国
県

市町村

住民、企業、農業、
畜産業、水産業、
研究者、行　政

市町村
流　域
地　域

対策・事業
法規制

技術革新
市民活動

生き方の変革

補　償
買　収
借受け
代　替

連連連連　　　　携携携携・・・・協協協協　　　　議議議議
パートナーシップパートナーシップパートナーシップパートナーシップ

世界湖沼会議

霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦環境浦環境浦環境浦環境センターセンターセンターセンター
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